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『有
善
女
物
語
』
考

は
じ
め
に

室
町
期
の
物
語
の
一
つ

『有
善
女
物
語
』
は
、
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る↑
咄

大
唐
井
州
の
有
善
女
は
、
善
導
の
教
え
を
受
け
た
信
心
深
い
女
性
で
あ
る
。

念
仏
を
勧
め
て
も
聞
き
入
れ
な
い
夫
有
悪
婆
羅
門
に
愛
想
を
尽
か
し
、
家

を
出
て
親
の
も
と
に
身
を
隠
す
。
追
い
か
け
て
き
た
男
に
対
し
て
親
は
、

尼
に
な
っ
た
娘
に
会
い
た
け
れ
ば
入
道
に
な
れ
と
言
う
。
そ
の
言
葉
に
従

っ
て
男
は
剃
髪
す
る
。
女
も
尼
と
な
り
、
と
も
に
家
に
帰
る
。
夫
は
、
妻

の
勧
め
で
朝
夕
の
鐘
ご
と
に

「南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
唱
え
る
よ
う
に
な
る
。

し
か
し
、
信
心
が
な
か
っ
た
た
め
、
死
ん
で
地
獄
に
堕
ち
た
。
地
獄
の
釜

の
罪
人
を
掻
き
混
ぜ
よ
う
と
し
た
獄
卒
の
鉄
叉
が
、
た
ま
た
ま
釜
の
蓋
に

あ
た
っ
て
音
を
た
て
た
時
、
男
は
そ
れ
を
い
つ
も
の
鐘
の
音
と
聞
き
な
し

て
、
「南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
唱
え
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
地
獄
の
罪
人
は
み

な
救
わ
れ
た
。
男
は
蘇
生
し
て
こ
の
有
様
を
語
り
、
心
を
改
め
、
有
善
女

と
と
も
に
往
生
を
遂
げ
た
。

中
国
山
西
省
の
井
州
は
、
唐
代
初
期
に
浄
土
教
を
始
め
た
曇
鸞
、
そ
の
教
え

を
受
け
継
い
だ
道
綽
、
そ
し
て
そ
れ
を
大
成
さ
せ
た
善
導
等
が
活
躍
し
た
地
で
、

『宝
物
集
」
に
も
、
「井
州
に
む
ま
る
ゝ
も
の
は
、
七
歳
以
後
弥
陀
を
念
ず
る
が

ゆ
へ
に
、
か
な
ら
ず
極
楽
に
ゆ
く
な
ど
申
き
。」
（『新
日
本
古
典
文
学
大
系
Ｌ
二

箕

浦

尚

美

四
二
頁
）
と
記
さ
れ
る
仏
教
の
さ
か
ん
な
土
地
柄
で
あ
る
。
善
導
の
教
え
を
受

け
た
と
い
う
女
性
の
信
仰
の
あ
り
方
を
描
い
た

『有
善
女
物
語
』
は
、
真
宗
の

談
義
書
と
し
て
用
い
ら
れ
た
草
子
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
物
語
の
源
泉
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
説
話
を
検
討
し
、
そ

の
説
話
の
享
受
の
あ
り
方
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『有
善
女
物
語
』
の
生

成
す
る
背
景
を
考
察
す
る
。

一

『有
善
女
物
語
」
の
源
泉
と
な
る
説
話

『有
善
女
物
語
』
の
源
泉
に
は
、
地
獄
で
獄
卒
の
鉄
杖
の
音
を
鐘
の
音
と
聞

き
誤
っ
て
念
仏
を
唱
え
て
救
わ
れ
る
男
の
話
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

『大
鏡
』
道
隆

（『新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
二
五
四
頁
）
に
、

御
病
づ
き
て
う
せ
た
ま
ひ
け
る
時
、
西
に
か
き
向
け
た
て
ま
つ
り
て
、
「念

仏
申
さ
せ
た
ま
へ
」
と
、
人
々
の
す
す
め
た
て
ま
つ
り
け
れ
ば
、
「済
時
・

朝
光
な
ん
ど
も
や
極
楽
に
は
あ
ら
む
ず
ら
む
」
と
仰
せ
ら
れ
け
る
こ
そ
、

あ
は
れ
な
れ
。
つ
ね
に
御
心
に
思
し
な
ら
ひ
た
る
こ
と
な
れ
ば
に
や
。
あ

の
、
Ⅲ
創
劉
馴
劇
側
「
川
刑
月
馴
剛
刻
矧
劇
劉
日
「
＝
〓ＩＪ
割
例
劉
冽
翻
コ
硼
Ⅲ
冽
劇
Ч
酬

人
の
や
う
な
る
こ
と
な
り
や
。

と
あ
る
の
は
、
は
っ
き
り
と
音
が
し
た
と
は
記
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
「頭
う
ち

あ
て
」
た
こ
と
に
よ
っ
て
鼎
が
音
を
立
て
、
ョ
一宝
の
御
名
」
を
思
い
出
し
た
話



で
あ
る
と
解
釈
す
れ
ば
、
『有
善
女
物
語
』
の
夫
が
地
獄
で
念
仏
を
唱
え
た
話
と

同
趣
向
で
あ
る
と
言
え
る
。
「頭
う
ち
あ
て
て
」
は
、
『有
善
女
物
語
』
と
は
異

な
り
、
他
に
例
も
な
く
、
『大
鏡
』
の
直
接
の
典
拠
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
説

話
の
淵
源
は
中
国
の
仏
書
に
求
め
ら
れ
、
日
本
で
の
受
容
例
も
多
い
。
以
下
、

そ
れ
ら
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「有
善
女
物
語
』
の
依
拠
し
た
説
話
を
絞

り
込
ん
で
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。
ま
ず
、
中
国
の
例
を
①
～
③
に
示
す
。

①

『経
律
異
相
』
巻
四
十
五
∧
女
庶
人
部
下
∨
　
婦
人
化
婿
戸
上
懸
鈴
使
聞

声
称
仏
後
免
地
獄
　
七

（『大
正
新
修
大
蔵
経
』
五
三
、
二
三
六
頁
）

昔
有
人
不
信
。
婦
甚
事
仏
。
婦
自
婿
日
。
人
命
無
常
可
修
福
徳
。
婿
無
心

瀬
堕
。
婦
恐
将
来
入
地
獄
中
。
即
復
自
婿
。
欲
懸

一
鈴
安
著
戸
上
。
君
出

入
時
。
振
鈴
作
声
称
南
無
仏
。
婿
日
甚
善
。
如
是
経
久
。
其
婿
命
終
。
獄

卒
収
之
郷
鎮
湯
中
。
叔
振
錢
作
音
声
。
謂
是
鈴
声
。
称
南
無
仏
。
獄
官
聞

之
。
此
人
奉
仏
。
放
令
出
去
。
得
生
人
中
∧
出
雑
警
喩
経
也
∨

『法
苑
珠
林
』
巻
三
十
四

（『大
正
新
修
大
蔵
経
』
五
三
、
五
五

一
頁
）
に
も

「讐
喩
経
」
を
出
典
と
し
て
ほ
ぼ
同
文
で
採
録
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の

「讐
喩

経
』
『雑
警
喩
経
』
に
は
こ
の
話
は
見
出
せ
な
い
。
信
心
深
い
妻
が
出
入
り
す
る

戸
の
上
に
鈴
を
懸
け
、
そ
の
鈴
に
触
れ
た
時
に
夫
に

「南
無
仏
」
と
唱
え
さ
せ

る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

②

『法
華
伝
記
』
巻
五
　
宋
法
華
台
沙
弥
　
十
九

（『大
正
新
修
大
蔵
経
』
五

一
、
七
〇
頁
）

宋
法
華
台
者
。
釈
法
宗
帰
心
後
。
開
祐
昔
所
住
。
以
為
精
舎
。
因
誦
号
法

華
台
也
。
凡
諸
州
志
諷
誦
者
。
群
集
此
台
。
衆
将
三
千
。
諷
誦
成
喧
雑
。

大
衆
評
議
。
分
十
二
時
。
以
定
衆
限
。
打
健
槌
為
剋
限
。
諷
誦
不
絶
。
其

業
常
存
。
時

一
沙
弥
。
従
遠
方
面
来
。
愚
憩
不
識
文
句
。
昼
夜
志
諷
誦
。

望
入
衆
限
。
然
天
性
瀬
堕
。
亦
不
了
剋
限
。
大
衆
悲
慇
愚
。
汝
以
暁
更
健

槌
声
為
期
。
先
習
諷
誦
功
方
成
。
堪
為
衆
限
。　
一
夏
誦
習
。
綾
得
両
三
行
。

衆
人
軽
慢
。
所
誦
甚
少
。
不
楽
人
衆
。
沙
弥
悲
愁
。
以
暁
更
鐘
声
為
期
。

日
日
専
志
流
涙
漸
先
業
。
欲
投
身
於
山
崖
河
淵
。
即
到
高
崖
。
放
身
而
投

悶
絶
。
倒
引
錮
「
創
∃
□
馴
ｑ
Ｊ
硼
悧
悧
四
馴
羽
州
Ｊ
釧
悧
馴
釧
囲
■
劃
司

例
割
剛
創
「
洲
馴
Ｊ
馴
創
「

，
ＩＩ
則
調
「
釧
「
副
謝
劉
ヨ
「
『
創
劉
Ⅷ
羽
州
劇
矧

坐
蓮
華
。
地
獄
変
作
涼
池
。
獄
卒
嘆
未
曽
有
。
将
沙
弥
奏
閻
魔
王
。
王
言
。

沙
弥
有
余
命
。
還
閣
浮
提
尽
其
志
。
聞
是
語
己
。
如
眠
臥
而
覚
。
身
無
損

壊
。
還
到
台
説
此
因
縁
。
衆
或
信
不
信
。
沙
弥
至
心
発
願
。
我
冥
所
見
不

空
。
即
業
障
軽
微
。　
一
部
文
義
。
自
然
照
了
。
発
願
已
行
道
誦
経
。　
一
部

文
義
。
自
然
誦
通
。
衆
聞
所
誦
。
併
伏
鷹
。
上
座
沙
弥
為
僧
。
於
諷
誦
衆

為
上
首

暁
の
鐘
が
鳴
る
時
に
諷
誦
し
て
い
た
法
華
台
の
愚
鈍
な
沙
弥
は
、
諷
誦
す
る

能
力
が
十
分
で
な
い
こ
と
を
悲
愁
し
て
自
殺
し
、
地
獄
に
堕
ち
た
が
、
獄
卒
の

鉄
杖
が
釜
に
あ
た
っ
た
音
を
健
槌
の
音
と
聞
き
違
え
て
法
華
題
目
を
唱
え
、
蘇

生
す
る
と
い
う
話
で
あ
る
。
「有
善
女
物
語
」
と
比
較
す
る
と
、
刻
限
を
知
ら
せ

る
鐘

（健
槌
）
の
音
に
よ
っ
て
名
号
を
唱
え
た
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
が
、
法

華
題
目
で
あ
る
点
、
夫
婦
の
話
で
は
な
く

一
沙
弥
の
話
で
あ
る
点
な
ど
に
懸
隔

が
あ
る
。

③

『三
宝
感
応
要
略
録
』
巻
上
第
十
九
　
信
婦
言
称
阿
弥
陀
仏
名
感
応
∧
出

外
国
賢
聖
記
∨

（『大
正
新
修
大
蔵
経
』
五

一
、
八
三
二
頁
）

昔
天
竺
阿
輸
沙
国
中
。
有

一
婆
羅
門
。
愚
痴
不
信
。
悪
業
厳
身
。
其
婦
浄

信
。
解
念
仏
定
。
婦
毎
勧
夫
日
。
汝
可
念
無
量
寿
仏
。
夫
不
随
。
川
到
副

門
多
欲
愛
婦
。
情
深
染
著
。
不
知
厭
足
。
時
婦
日
。
夫
婦
如
双
羽
。
汝
如

何
不
似
我
行
。
既
不
随
我
心
。
我
亦
汝
不
随
。
衆
不
順
情
。
時
婆
羅
門
曰
。

我
愚
痴
故
。
不
能
持
汝
行
。
将
如
何
。
婦
日
。
汝
定
一
時
。
我
修
念
仏
定



詑
撃
金
鼓
時
。
将
唱
南
無
阿
弥
陀
仏
。
入
寝
屋
方
交
臥
。
婆
羅
門
如
言
而

行
。
三
年
後
依
微
疾
而
卒
。
脇
下
尚
暖
。
婦
疑
不
葬
。
五
日
方
活
。
悲
泣

謂
婦
言
。
吾
死
入
優
湯
地
獄
。
羅
刹
婆
以
鉄
杖
打
罪
人
。
打
動
護
縁
。
即

謂
汝
金
鼓
声
。
不
覚
高
声
唱
南
無
阿
弥
陀
仏
。
ホ
時
地
獄
如
涼
池
。
蓮
花

弥
満
其
中
。
声
所
及
罪
人
皆
生
浄
土
。
羅
刹
自
王
。
王
放
還
吾
日
。
以
此

奇
事
伝
説
人
間
。
即
説

一
掲
云

若
人
造
多
罪
　
応
堕
地
獄
中
　
綾
聞
弥
陀
名
　
猛
火
為
清
冷

婆
羅
門
憶
持
而
再
説
。
聞
者
歓
喜
実

出
典
と
し
て
示
さ
れ
る

「外
国
賢
聖
記
」
に
つ
い
て
は
未
詳
、
阿
輸
沙
国
の

婆
羅
門
に
そ
の
妻
が

「南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
唱
え
る
こ
と
を
勧
め
る
話
で
あ
る
。

『有
善
女
物
語
』
は
大
唐
井
州
の
話
で
あ
る
が
、
夫
の
名
前
に
イ
ン
ド
の
階
級

を
指
す
言
葉
で
あ
る

「婆
羅
門
」
の
語
が
含
ま
れ
る
の
は
、
こ
の
系
統
の
説
話

に
依
拠
し
た
た
め
か
と
推
測
さ
れ
る
。
妻
が
念
仏
の
時
に
金
鼓
を
鳴
ら
し
、
そ

の
時
夫
も
念
仏
を
唱
え
、
と
も
に
寝
屋
に
入
る
と
い
う
点
が

『有
善
女
物
語
』

と
は
異
な
る
。

次
に
、
こ
れ
ら
が
、
日
本
で
受
容
さ
れ
た
例
を
示
す
。

①
に
は
、
『法
華
経
直
談
紗
』
巻
三
末
二
十

一
「南
無
仏
功
徳
事
　
附
女
房
夫

勧
念
仏
事
」
に
、
「経
律
異
相
卜
云
文
二
見
夕
」
り

と
し
て
引
用
さ
れ
た
例
が
あ
る
。

こ
の
巻
は
、
『妙
法
蓮
華
経
』
巻

一
方
便
品
を
説
い
て
お
り
、
方
便
品
の

「若
人

散
乱
心
　
入
於
塔
廟
中
　
一‐
利
劇
刹
倒
　
皆
己
成
仏
道
」
（岩
波
文
庫

『法
華

経
し

の
例
話
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く

『法
華
経
』
の
注
釈
書
で
あ
る

叡
山
文
庫
天
海
蔵

『
一
乗
拾
玉
抄
』
で
は
、
讐
喩
品
を
説
く
部
分
に
類
話
が
あ

統
に

「物
語
云
」
と
あ
っ
て
、
出
典
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
『経
律
異
相
』
と

同
じ
よ
う
に
、
念
仏
の
き
っ
か
け
と
な
る
の
が
戸
口
に
吊
し
た
鈴
の
音
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
①
の
系
統
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

②
に
は
、
『法
華
百
座
聞
書
抄
』
天
仁
三
年

（
一
一
〇
九
年
ご
二
月
四
日
の
讐

喩
品
の
説
法
に
、
用
い
ら
れ
た
例
が
あ
る
。

③
の
受
容
例
は
諸
書
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
金
沢
文
庫
本

『言
泉
集
』
亡

夫
帖

（二
帖
之

一
）
翁
安
居
院
唱
導
集
』
上
、　
〓
三
二
頁
）
で
は
、
「依
妻
室
教

誘
念
仏
免
地
獄
縁
　
一二
宝
感
応
録
上
∧
信
婦
言
称
阿
弥
陀
仏
名
感
応
第
九
外
国

賢
聖
記
∨
」
と
い
う
見
出
し
の
も
と
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
聖
聡
の
『大

経
直
談
要
註
記
』
２

四
三
二
年
）
巻
十
七

（『浄
土
宗
全
書
』

一
三
、
二
一
三

頁
）、
及
び
、
『当
麻
曼
荼
羅
疏
』
２

四
三
六
年
）
巻
三
十

（『浄
土
宗
全
書
』

一
〓
一、
五
九
九
頁
）
に
も
、
ョ
一宝
感
応
録
上
云
」
と
書
名
を
明
示
し
た
引
用
が

あ
る
。
『私
衆
百
因
縁
集
』
巻
三
第
十
八
話
の
「阿
輸
沙
国
婆
羅
門
事
∧
有
悪
有

善
之
事
∨
」
は
、
典
拠
を
明
示
し
な
い
が

『三
宝
感
応
要
略
録
』
と
同
文
で
あ

る
。
表
題
に
付
記
さ
れ
る

「有
悪
有
善
之
事
」
は
、
『有
善
女
物
語
』
の

「有
善

女
」
や

「有
悪
婆
羅
門
」
の
名
を
想
起
さ
せ
る
が
、
こ
の
説
話
自
体
に
は
、
（メ
「

善
」
「有
悪
」
の
語
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
に
は
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

ま
た
、
コ
一国
伝
記
』
巻
三
第

一
話

「信
”
テ
婦
ζ
一島
称
＾
テ
阿
弥
陀
仏
′
名
号
）

破
”
地
獄
）
蘇
生
ス
ル
事
」
も
典
拠
は
示
さ
れ
な
い
が
、
同
書
所
収
の
他
の

コ
ニ
宝

感
応
要
略
録
』
関
連
説
話
と
同
様
に
、
コ
一宝
感
応
要
略
録
」
を
脚
色
し
た
話
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
『有
善
女
物
語
」
と
の
関
係
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
『往
生
浄

土
伝
』
巻
下
第
二
十
四
話

「阿
輸
沙
国
婆
羅
門
信
婦
念
仏
往
生
浄
土
」
で
あ
る
。

本
書
は
、
宋
の
戒
珠
の

『浄
土
往
生
伝
」
盆

〇
六
四
年
頃
）
に
仮
託
し
て
綱
鉢

で
平
安
後
期
に
作
ら
れ
た
往
生
伝
で
、
塚
本
善
隆
氏
に
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。

「三
宝
感
応
要
略
録
』
と
は
文
章
ま
で
ほ
ぼ

一
致
す
る
共
通
説
話
が
十
あ
ま
り

あ
り
、
塚
本
氏
は
、
本
書
の
依
拠
文
献
と
し
て

『三
宝
感
応
要
略
録
』
の
著
者

非
濁

（～

一
〇
六
三
年
）
が
撰
述
し
た

『随
願
往
生
集
』
含
一十
巻
、
散
逸
。
）



を
想
定
さ
れ
て
い
る
。

左
に
、
該
当
部
分
の
本
文
を
示
し
た
。
コ
一宝
感
応
要
略
録
』
と
の
違
い
を
明

（６
）

ら
か
に
す
る
た
め
、
【対
照
表
】
と
し
て
、
両
書
を
並
べ
て
あ
る
。
な
お
、
本
稿

で
は
、
本
書
を

『偽
戒
珠
伝
」
と
呼
称
す
る
。

『偽
戒
珠
伝
』
所
収
話
は
、
コ
一宝
感
応
要
略
録
』
と
ほ
ぼ
同
じ
文
辞
か
ら
成

る
が
、
内
容
的
に
、
『有
善
女
物
語
』
に
関
わ
る
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
コ
一宝

感
応
要
略
録
」
は
、
傍
線
ｂ
に
、
「我
修
念
仏
定
詑
撃
金
鼓
時
」
と
あ
り
、
妻
が

念
仏
を
終
え
て
金
鼓
を
鳴
ら
す
時
に
夫
が

「南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
唱
え
る
の
に

対
し
、
「偽
戒
珠
伝
』
は
、
傍
線
Ｂ
に
、
「黄
昏
撃
掟
椎
時
」
と
あ
り
、
夕
暮
れ

の
鐘
が
鳴
る
時
に
念
仏
を
唱
え
る
。
ま
た
、
コ
一宝
感
応
要
略
録
』
は
、
傍
線
ａ

に
、
「此
婆
羅
門
多
欲
愛
婦
情
深
染
着
不
知
厭
足
」、
傍
線
ｃ
に
、
「入
寝
屋
方
交

臥
」
と
あ
り
、
婆
羅
門
は
妻
に
対
す
る
欲
望
が
強
く
、
寝
屋
に
入
る
こ
と
を
条

件
に
念
仏
を
唱
え
る
が
、
『偽
戒
珠
伝
』
に
は
、
そ
の
よ
う
な
愛
欲
に
関
す
る
記

述
は
な
い
。
従
っ
て
、
『有
善
女
物
語
』
に
最
も
近
い
の
は

『偽
戒
珠
伝
』
で
あ

【対
照
表
】

（戒
）
昔
天
竺
阿
輸
沙
国
　
有

一
婆
羅
門
愚
痴
不
信
悪
業
纏
身
其
婦
浄
信
解
念
仏
定
　
　
勧
夫
日
汝
可
念
無
量
寿
仏
夫
不
肯
受
之

（感
）
昔
天
竺
阿
輸
沙
国
中
有

一
婆
羅
門
愚
痴
不
信
悪
業
厳
身
其
婦
浄
信
解
念
仏
定
婦
毎
勧
夫
曰
汝
可
念
無
量
寿
仏
夫
更
不
随
　
聞
ョ
副
詞
劉
翻
馴
個
回
□
ｄ
利
司
【

（戒
）
　

　

　

婦
曰
夫
妻
鳥
双
羽
車
双
輪
也
汝
　
　
不
似
我
行
　
　
　
　
　
我
亦
不
随
汝
　
　
　
　
　
情
　
夫
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
汝
言
将
如
何
婦
固
　
定

（感
）
矧
周
周
時
婦
日
夫
婦
如
双
羽
　
　
　
　
汝
如
何
不
似
我
行
既
不
随
我
心
我
亦
不
随
汝
　
　
事
不
順
情
時
婆
羅
門
日
我
愚
痴
故
不
能
持
汝
行
将
如
何
婦
日
汝
定

（戒
）
一
時
　
　
念
仏
　
　
即
劃
副
馴
測
樹
嘲
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夫
　
　
如
言
而
唱
之
　
　
　
後
依
微
疾
而
卒
　
　
　
　
　
　
　
　
五
日
方

（感
）
一
時
訓
似
劉
冽
翻
釧
「
―
―
劇
割
到
引
喘
　
将
唱
南
無
阿
弥
陀
仏
利
制
国
刻
刻
馴
　
婆
羅
門
如
言
而
行
　
経
三
年
後
依
微
疾
而
卒
脇
下
尚
暖
婦
疑
不
葬
五
日
方

（戒
）
活
　
　
謂
婦
日
吾
死
入
鑽
湯
地
獄
羅
刹
婆
以
鉄
杖
　
罪
人
誤
動
鎖
縁
即
謂
　
釧
‐
司
不
覚
高
声
唱
南
無
阿
弥
陀
仏
示
時
地
獄
如
清
涼
池
蓮
花
　
満
　
　
士戸
所

（感
）
活
悲
泣
謂
婦
言
吾
死
入
製
湯
地
獄
羅
刹
婆
以
鉄
杖
打
罪
人
打
動
鎮
縁
即
謂
測
到
酬
司
不
覚
高
声
唱
南
無
阿
弥
陀
仏
示
時
地
獄
如
　
一凛
池
蓮
花
弥
満
其
中
声
所

（戒
）
及
罪
人
皆
生
浄
土
羅
刹
白
王
々
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
説
　
偶
曰
若
人
造
衆
罪
応
堕
地
獄
中
綾
聞
弥
陀
名
猛
火
為
清
冷
已
墜
地
獄
者
聞
名
亦
復
然

（感
）
及
罪
人
皆
生
浄
土
羅
刹
自
王
々
放
還
吾
日
以
此
奇
事
伝
説
人
間
即
説

一
偶
云
若
人
造
多
罪
応
堕
地
獄
中
綾
聞
弥
陀
名
猛
火
為
清
冷

（戒
）
於
此
大
聖
化
非
我
所
官
事
婆
羅
門
具
説
此
縁
念
仏
往
生
浄
土
実
今
見
此
感
全
同
経
中
間
鈴
称
仏
因
縁
通
知
如
斯
感
多
臭

（感
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
婆
羅
門
　
持
憶
而
再
説
聞
者
歓
喜
実

＊

（戒
）
…
『偽
戒
珠
伝
』、
（感
）
…
Ｆ
一宝
感
応
要
略
録
』



る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

以
上
検
討
し
た
説
話
を
比
較
し
た
の
が
次
の
表
で
あ
る
。

偽
戒
珠
伝

三
国
伝
記

③
三
宝
感
応
要
略
録

法
華
百
座
聞
書
抄

②
法
華
伝
記

一
乗
拾
玉
抄

法
華
経
直
談
抄

①
経
律
異
相

有
善
女
物
語

阿
輸
沙
国

婆
羅
門

阿
輸
沙
国

婆
羅
門

阿
輸
沙
国

婆
羅
門

沙
弥
沙
弥
夫 夫 夫 夫有

悪
婆
羅
門

男

妻 妻 妻 ナ

シ
ナ
シ
妻 妻 妻 有妻

善
女
女

黄
昏
提
椎

念
仏
時
の
金
鼓

念
仏
時
の
金
鼓

暁
の
鐘

暁
の
健
槌

戸
回
の
鈴

通
る
道
の
鈴

戸
上
の
鈴

暁

・
入
相
の
鐘

生
前
の
鐘

南
無
阿
弥
陀
仏

南
無
阿
弥
陀
仏

南
無
阿
弥
陀
仏

南
無
妙
法
蓮
華
経

法
華
題
目

一
心
不
乱
に
念
仏

南
無
仏

南
無
仏

南
無
阿
弥
陀
仏

念
　
仏

生
前
に
男
が
聞
い
た
鐘
の
種
類
に
よ
っ
て
典
拠
を
限
定
す
る
の
は
難
し
い
が
、

前
述
し
た
よ
う
に
、
大
唐
丼
州
の
話
で
あ
る
『有
善
女
物
語
』
の
夫
の
名
に
「婆

羅
門
」
と
い
う
語
が
含
ま
れ
る
の
は
、
こ
の
話
が
本
来
、
③
の
系
統
で
あ
っ
た

た
め
か
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
『有
善
女
物
語
』
の
根
幹
に
は
『偽
戒
珠
伝
』

に
近
い
説
話
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
『偽
戒
珠
伝
』
を
直
ち
に

『有
善
女
物
語
』
の
出
典
と
し
て
結
び

つ
け
る
こ
と
に
は
些
か
無
理
が
あ
る
。
『偽
戒
珠
伝
』
の
受
容
は
、
平
安
末
期
か

ら
鎌
倉
初
期
に
は
多
く
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
時
期
に
限
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
後

は
近
世
ま
で
確
実
な
受
容
例
が
な
い
の
で
あ
る
。

「偽
戒
珠
伝
』
が
引
用
さ
れ
る
最
古
の
例
は
、
十
二
世
紀
末
、
『覚
禅
抄
』
一

「阿
弥
陀
法
下
」
３
大
正
新
修
大
蔵
経
』
図
像
四
、
七
九
頁
）
に

「往
生
伝
上

云
戒
珠
」
と
し
て
示
さ
れ
る
沙
門
顎
晶
伝
で
あ
る
。
そ
の
後
、
貞
応
三
年

（
一

三
二
四
年
）
の
慈
円
の
四
天
王
寺
和
歌
讃

翁
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
巻
十
五
）、

『言
泉
集
』
（金
沢
文
庫
本

「忌
日
帖

（三
帖
之

一
ご

他
）、
宗
性

『春
華
秋
月

抄
草
』
（巻
二
十

一
の
読
書
記
録
、
〓

一四
八
年
）、
良
忠

『選
択
伝
弘
決
疑
紗
』

（
一
二
五
四
年
）、
了
慧

『往
生
十
因
私
記
』
２

〓
一〇
〇
年
）
材
々
、
十
三
世

紀
頃
の
文
献
に
は
多
く
の
引
用
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『宝

稟

｛
角

メ

話
『澤
窄

甍

必

晃

製

笏

尚

（
一
二
六
〇
年
頃
）
で
は
、
本
書
は
、
真
撰
の
戒
珠

『浄
土
往
生
伝
』
と
は
別

に
、
「偽
妄
録
」
と
し
て
分
類
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
頃
か
ら
次
第
に
排
斥
さ
れ
て

い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
“
甦

『偽
戒
珠
伝
』
の
存
在
を
再
び
確
認
で
き
る
の

は
、
近
世
、
戒
珠

『浄
土
往
生
伝
』
の
刊
行
に
際
し
て

「戒
珠
伝
逸
文
」
と
し

て
付
さ
れ
た

『偽
戒
珠
伝
』
の
一
部

η
浄
土
宗
全
書
』
続

一
六
、
五
〇
頁
）
と
、

『法
然
上
人
行
状
絵
図
』
に
対
す
る
注
釈
で
あ
る
義
山
『円
光
大
師
行
状
翼
賛
』

（
一
七
〇
三
年
）
に
用
い
ら
れ
た
例
で
あ
る
が
、
良
本
が
見
付
け
ら
れ
な
か
っ

た
ら
し
く
、
不
完
全
で
あ
缶
響
ま
た
ヽ
聖
聡

『当
麻
曼
荼
羅
疏
』
２

四
三
六
年
）

に
は
、
『偽
戒
珠
伝
」
に
拠
る
と
推
定
さ
れ
る
伝
が
幾
つ
か
引
か
れ
て
い
る
が
、

（Ｈ
）

「七
巻
抄
」
な
ど
を
介
し
て
お
り
、
室
町
期
に
直
接
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
形

跡
は
今
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
な
い
。

従
っ
て
、
『有
善
女
物
語
』
が
直
接

『偽
戒
珠
伝
』
に
拠
っ
て
い
る
と
は
言
い

難
い
が
、
『偽
戒
珠
伝
』
が
さ
か
ん
に
読
ま
れ
た
こ
ろ
、
本
話
も
何
ら
か
の
形
で

抄
出
さ
れ
、
そ
れ
が

『有
善
女
物
語
』
の
母
胎
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。

さ
て
、
本
話
は
、
信
心
の
さ
ほ
ど
な
い
男
が
偶
然
の
鉄
杖
の
音
に
念
仏
を
唱



え
る
と
こ
ろ
に
面
白
み
が
あ
る
が
、
そ
の
点
を
除
い
て
近
似
し
た
話
が
、
実
は
、

『往
生
要
集
』
巻
下

（『日
本
思
想
大
系
　
源
信
』
三
八
六
頁
）
に
見
ら
れ
る
。

優
婆
塞
戒
経
云
、
善
男
子
、
我
本
往
、
堕
邪
見
家
、
惑
網
自
我
蓋
、
我
於

ホ
時
、
名
日
広
利
、
妻
名
女
、
精
進
勇
猛
、
度
脱
無
量
、
十
善
化
導
、
我

於
ホ
時
、
心
生
殺
猫
、
貪
嗜
酒
肉
、
瀬
堕
解
怠
、
不
能
精
進
、
妻
時
語
我
、

止
其
猫
殺
、
戒
断
酒
肉
、
勤
加
精
進
、
得
脱
地
獄
苦
悩
之
患
、
上
生
天
宮

与

一
処
、
我
於
ホ
時
、
殺
心
不
止
、
酒
肉
美
味
、
不
能
割
捨
、
精
進
之
心
、

瀬
堕
不
前
、
天
宮
息
意
、
地
獄
分
受
、
我
於
ホ
時
、
居
衆
落
内
、
近
僧
伽

藍
、
数
聞
健
鐘
、
妻
語
我
言
、
事
事
不
能
、
聞
健
鐘
声
、
三
弾
指
、　
一
称

仏
、
飲
身
自
恭
、
莫
生
僑
慢
、
如
其
夜
半
、
此
法
莫
廃
、
我
即
用
之
、
無

復
捨
失
、
経
十
二
年
、
其
妻
命
終
、
生
切
利
天
、
却
後
三
年
、
我
亦
寿
尽
、

経
至
断
事
、
判
我
入
罪
、
向
地
獄
門
、
当
入
門
時
、
声
鐘
三
声
、
我
即
住

立
、
心
生
歓
喜
、
愛
楽
不
厭
、
如
法
三
弾
指
、
長
声
唱
仏
、
声
皆
慈
悲
、

梵
音
朗
徹
、
主
事
聞
己
、
心
甚
愧
感
、
此
真
菩
薩
、
云
何
錯
判
、
即
遣
追

還
送
、
往
天
上
、
既
往
到
已
、
五
体
投
地
、
礼
敬
我
妻
白
言
、
大
師
、
幸

義
大
恩
、
如
見
済
抜
、
乃
至
、
菩
提
不
違
教
勅
∧
己
上
∨

現
在
の

『優
婆
塞
戒
経
』
に
は
こ
の
話
は
見
ら
れ
な
い
。
夫
の
死
よ
り
妻
の

死
が
先
で
あ
り
、
蘇
生
せ
ず
天
上
で
夫
婦
が
出
会
う
点
、
地
獄
で
念
仏
を
唱
え

る
契
機
と
な
る
鉄
杖
や
釜
の
音
に
つ
い
て
記
さ
れ
な
い
点
な
ど
、
根
本
的
な
部

分
で
異
な
る
た
め
、
『有
善
女
物
語
』
の
根
幹
説
話
と
は
な
ら
な
い
が
、
妻
の
勧

め
で
鐘
が
鳴
る
と
念
仏
を
唱
え
て
い
た
男
が
地
獄
で
も
念
仏
を
唱
え
往
生
す
る

と
い
う
趣
向
は
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
男
が
殺
生
を
好
み
、
そ
れ
を
や
め
ら
れ

な
か
っ
た
点
は
、
特
に
、
『有
善
女
物
語
』
と
共
通
し
て
お
り
、
本
話
が

『有
善

女
物
語
』
或
い
は
そ
の
典
拠
と
な
っ
た
説
話
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
も
考
え

ら
れ
る
。

な
お
、
良
忠

（
一
一
九
九
～

一
二
八
七
年
）
『往
生
要
集
義
記
』
翁
浄
土
宗
全

書
』

一
五
、
三
二

一
頁
）
は
、
本
話
に
つ
い
て
、
「鐘
声
等
卜
者
地
獄
ノ
苦
器
互
ニ

触
テ
出
塁
戸
ヲ
其
ノ
声
似
”
り
鐘
」
と
注
し
て
い
る
。
し
か
し
、
『往
生
要
集
』
に
は
、

「地
獄
ノ
苦
器
互
二
触

」
テ

に
相
当
す
る
内
容
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
男
の

念
仏
す
る
様
子
に
つ
い
て
、
「心
生
歓
喜
、
愛
楽
不
厭
、
如
法
三
弾
指
、
長
声
唱

仏
、
声
皆
慈
悲
、
梵
音
朗
徹
」
と
あ
り
、
阿
輸
沙
国
婆
羅
門
の
話
の
よ
う
に
不

信
心
な
男
が
偶
然
に
念
仏
を
唱
え
た
話
で
あ
る
と
は
捉
え
に
く
い
。
良
忠
の
注

は
、
前
に
検
討
し
た
形
の
説
話
を
念
頭
に
置
い
て
記
さ
れ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

二
　
阿
輸
沙
国
婆
羅
門
説
話
と

「観
無
量
寿
経
』

男
が
偶
然
の
念
仏
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
点
に
重
心
の
あ
る
阿
輸
沙
国
の
婆
羅

門
の
話
に
対
し
、
『有
善
女
物
語
』
は
、
妻
の
方
が
中
心
と
な
り
、
妻
が
夫
を
信

仰
の
道
に
誘
う
物
語
と
な
っ
て
い
る
。
冒
頭
も
、

大
唐
ノ
井
州
ト
イ
フ
国
二
、
有
善
女
ト
イ
フ
女
ア
リ
、
コ
ノ
女
房
ニ
ア
ヒ

ト
モ
ナ
ヘ
ル
男
、
有
悪
婆
羅
門
ト
イ
フ
居
士
ア
リ

と
あ
り
、
婆
羅
門
で
は
な
く
有
善
女
の
紹
介
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
有
善
女
は
、

仏
法
ノ
オ
キ
テ
ニ
ハ
、
ミ
ツ
カ
ラ
、
ヨ
ク
信
シ
テ
ノ
ウ
ヘ
ニ
人
ヲ
ヲ
シ
ヘ

テ
、
信
セ
シ
ム
ル
ヲ
、
大
悲
ノ
キ
ハ
マ
リ
ト
ス

と
言
っ
て
、
夫
を
信
仰
に
導
く
。
物
語
で
は
典
拠
は
示
さ
れ
な
い
も
の
の
、
こ

の
部
分
は
、
善
導
の
『往
生
礼
讃
偶
』
（
大
正
新
修
大
蔵
経
』
四
七
、
四
四
二
頁
）

に
見
ら
れ
る
言
葉
、

南
無
至
心
帰
命
礼
西
方
阿
弥
陀
仏

自
信
教
人
信
　
難
中
転
更
難
　
大
悲
伝
普
化
　
真
成
報
仏
恩
　
願
共

諸
衆
生
　
往
生
安
楽
国

に
拠
る
と
考
え
ら
れ
、
有
善
女
が
善
導
の
教
え
を
受
け
た
と
い
う
設
定
に
適
う
。



物
語
の
末
尾
に
も
、

自
、
信
シ
テ
、
行
セ
ン
人
ハ
、
他
人
ヲ
ス
ヽ
メ
テ
、
念
仏
セ
シ
ム
ヘ
シ
、

コ
レ
ヲ
、
経
ニ
ハ
、
大
悲
ヲ
ツ
タ
フ
ル
人
卜
、
ナ
ツ
ケ
、
釈
ニ
ハ
、
真
二
、

仏
恩
ヲ
報
ス
ル
人
ナ
リ
ト
、
云
云

と
記
さ
れ
て
お
り
、
首
尾

一
貫
し
て
、
有
善
女
が
夫
に
念
仏
を
勧
め
る
話
と
し

て
展
開
し
て
い
る
。
阿
輸
沙
国
婆
羅
門
の
説
話
と
比
較
し
て
、
女
性
で
あ
る
妻

の
方
に
重
心
が
置
か
れ
て
い
る
理
由
は
、
談
義
の
目
的
と
も
関
わ
る
と
思
わ
れ

る
た
め
、
次
章
で
改
め
て
考
察
す
る
が
、
念
仏
を
唱
え
た
本
人
で
は
な
く
彼
を

導
く
人
物
の
側
を
中
心
と
す
る
物
語
構
成
に
は
、
本
説
話
が

『観
無
量
寿
経
』

と
密
着
し
て
理
解
さ
れ
る
環
境
も
影
響
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

『観
無
量
寿
経
』
ざ
執
品
の
往
生
を
説
く
箇
所
の
う
ち
、
下
品
中
生
の
往
生

に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

仏
告
阿
難
及
葦
提
希
、
下
品
中
生
者
、
或
有
衆
生
、
毀
犯
五
戒
八
戒
、
及

具
足
戒
。
如
此
愚
人
、
楡
僧
祗
物
、
盗
現
前
僧
物
、
不
浄
説
法
、
無
有
漸

愧
、
以
諸
悪
業
、
而
自
荘
厳
。
如
此
罪
人
、
以
悪
業
故
、
応
堕
地
獄
。
命

欲
終
時
、
地
獄
衆
火
、　
一
時
倶
至
、
日
割
矧
訓
、
以
大
慈
悲
、
為
説
阿
弥

陀
仏
、
十
力
威
徳
、
広
説
彼
仏
、
光
明
神
力
、
亦
讃
戒
定
慧
解
脱
知
見
。

引

秒

『

悧

劉

鼎

翻

「

『

翻

樹

矧

翻

赳

日

列

吹
‐

劃

到

当

劃

刷

椒

ヨ

「

淵

引

剣

期

国

コ

習

矧

「

七
宝
池
中
―
蓮
華
之
内
。
経
於
六
劫
、
蓮
華
乃
敷
。
当
華
敷
時
、
観
世
音

大
勢
至
、
以
梵
音
声
、
安
慰
彼
人
、
為
説
大
乗
甚
深
経
典
。
聞
此
法
己
、

応
時
即
発
無
上
道
心
。
是
名
下
品
中
生
者
。

『観
無
量
寿
経
』
に
親
し
ん
だ
者
な
ら
ば
、
前
記
の
説
話
を
下
品
の
者
の
往

生
に
引
き
つ
け
て
考
え
る
の
は
ご
く
自
然
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
再

度
の
引
用
と
な
る
が
、
『偽
戒
珠
伝
』
に
は
次
の
よ
う
な
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い

２
つ

。

・
不
覚
高
声
唱
南
無
阿
弥
陀
仏
、
ホ
時
地
獄
如
清
涼
池
、
蓮
花
満
、
声
所
及
、

罪
人
皆
生
浄
土
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

。
若
人
造
衆
罪
、
応
堕
地
獄
中
、
綾
聞
弥
陀
名
、
猛
火
為
清
冷

こ
の
説
話
が

『観
無
量
寿
経
』
の
下
品
の
往
生
と
結
び
付
く
こ
と
は
、
本
説

話
の
他
書
へ
の
引
用
例
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
、
『当
麻
曼
荼
羅
疏
』
で

は
巻
三
十

「散
善
義
八
　
下
品
上
生
」
に

「三
宝
感
応
録
上
」
が
引
用
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
「経
律
異
相
」
を
引
用
す
る

『法
華
経
直
談
紗
』
巻
三
末
第
二
十

一
話
に
続
く
第
二
十
二
話
は

「観
経
下
三
念
仏
事
」
と
な
っ
て
い
る
。
『往
生
要

集
』
や

『
一
乗
拾
玉
抄
』
の
例
も
下
品
の
往
生
に
関
連
付
け
て
説
か
れ
て
い
る
。

次
に
示
す

『有
善
女
物
語
』
の
地
獄
に
い
る
夫
が
念
仏
を
唱
え
た
時
の
描
写
に

も
、
『観
無
量
寿
経
』
の
世
界
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

南
無
阿
弥
陀
仏
、
イ
フ
ト
キ
ニ
、
地
獄
ノ
猛
火
、
化
生
シ
テ
、
清
涼
ノ
風

卜
、
釜
ノ
ウ
チ
、
俄
ニ
ス
ヽ
シ
キ
、
池
卜
変
シ
テ
、
五
色
ノ
蓮
華
、
イ
ロ
ノ
ヽ

二
、
サ
キ
ミ
タ
レ
ケ
レ
ハ

無
量
ノ
罪
人
、
コ
ト
ノ
ヽ
ク
、
ウ
カ
ミ
ア
カ
リ
テ
、　
一
一
二
、
菩
薩
ノ
形

卜
、
ナ
リ
テ
、
青
黄
赤
白
ノ
、
花
ノ
台
二
、
坐
セ
リ
、
天
ニ
ハ
、
音
楽
奏

シ
テ
、
珍
妙
ノ
華
、
フ
リ
ミ
ツ

『有
善
女
物
語
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

イ
カ
ニ
、
イ
ハ
ン
ヤ
、
観
無
量
寿
経
ニ
ハ
、
五
逆
ノ
、
罪
人
ナ
ン
ト
モ
、

善
知
識
ノ
、
ス
ヽ
メ
ニ
ヨ
リ
テ
、
弥
陀
ノ
名
号
ヲ
、
称
ス
ル
モ
ノ
ハ
、　
一

念
二
、
八
十
億
劫
ノ
、
生
死
ノ
重
罪
ヲ
滅
シ
テ
、
金
蓮
華
二
乗
シ
テ
、
極

楽
二
往
生
ス
ト
、
ト
ケ
リ

『観
無
量
寿
経
』
で
は
、
中
品
下
生
か
ら
下
品
下
生
ま
で
の
四
品
の
往
生
に
、

そ
れ
ぞ
れ

「遇
善
知
識
」
が
説
か
れ
、
往
生
に
は
善
知
識
の
勧
化
が
重
要
で
あ



る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
『有
善
女
物
語
』
で
は
、
妻
が
夫
の
善
知
識
と
し
て
存

在
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

・
ハ
ラ
モ
ン
ハ
、
廿
五
、
女
房
ハ
、
十
九
二
テ
、
俄
二
、
サ
マ
ヲ
、
カ
ヘ
テ
、

タ
カ
ヒ
ニ
、
コ
レ
ヲ
善
知
識
ト
シ
テ
、
ウ
チ
ツ
レ
テ
、
ワ
カ
イ
ヘ
ニ
、
カ

ヘ
リ
ヌ

・
妻
ノ
有
善
女
モ
、
イ
ヨ
ノ
ヽ
大
信
心
ヲ
カ
タ
メ
、
見
聞
ノ
道
俗
、
マ
ス
／
ヽ
、

念
仏
往
生
ノ
、
本
願
二
帰
シ
テ
、
有
善
女
ヲ
、
割
矧
訓
ト
タ
ノ
ミ
テ
、
イ

ツ
レ
モ
素
懐
フ
ト
ケ
ニ
ケ
リ

善
知
識
と
し
て
の
妻
が
強
調
さ
れ
る

『有
善
女
物
語
』
に
は
、
特
に
、
下
品

の
往
生
に
は
善
知
識
が
重
要
で
あ
る
と
い
う

『観
無
量
寿
経
』
に
対
す
る
理
解

の
あ
り
方
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

〓
一

『有
善
女
物
語
」
と
女
人
教
化

『有
善
女
物
語
』
は
、
真
宗
の
寺
院
で
多
く
享
受
さ
れ
て
い
た
。
以
下
の
よ

う
な
写
本
が
伝
わ
る
。

①
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
蔵
本
…
室
町
後
期
写
。
粘
葉
装
、　
一

帖
。
黒
菱
形
模
様
表
紙
。
縦
二
一
。
○
糎
、
横

一
五

・
三
糎
。
三
二
丁
。　
一

面
五
行
、　
一
行

一
六
字
程
度
。
内
題
、
外
題
な
し
。
赤
木
文
庫
旧
蔵
。
『室
町

時
代
物
語
大
成
』
二
所
収
。

②
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
本
…
室
町
末
期
写
。
粘
葉
装
、　
一
帖
。
茶
表
紙
。
縦
二

三

・
四
糎
、
横

一
六

。
一
糎
。
三
〇
丁
。　
一
面
五
行
、　
一
行
二
〇
字
程
度
。

内
題

「有
善
女
物
語
」。
外
題
な
し
。
最
終
丁
に

「江
州
／
栗
本
出
庭
／
西
光

寺
」
と
あ
る
。
西
光
寺
は
、
滋
賀
県
栗
太
郡
栗
東
町
の
真
宗
大
谷
派
寺
院
。

文
明
十
七
年

（
一
四
八
五
年
）、
慶
宣
開
基

（滋
賀
県
栗
太
郡
役
所
編

『近
江

栗
太
郡
志
』
五
、　
一
九
二
六
年
）。

③
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
本
…
室
町
末
期
写
。
袋
綴
、　
一
冊
。
共
表
紙

（保
護
表

紙
あ
り
）。
縦
二
〇
。
○
糎
、
横

一
五
・
七
糎
。
二
八
丁
。　
一
面
六
行
、　
一
行

一
五
字
程
度
。
内
題
な
し
。
外
題
、
共
表
紙
左
肩
題
螢

「婆
羅
門
」。
本
願
寺

旧
蔵
。
宮
崎
園
遵
氏

「中
世
に
お
け
る
唱
導
と
談
義
本
」
翁
宮
崎
園
遵
著
作

集
七
　
仏
教
文
化
史
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、　
一
九
九
〇
年

（初
出

一
九
二

八
年
し

に
、
「本
派
本
願
寺
に
室
町
時
代
末
期
の
写
本
を
蔵
し
て
い
る
。」
と

紹
介
さ
れ
て
い
る

『婆
羅
門
』
が
、
本
書
に
当
た
る
か
。
本
願
寺
史
料
研
究

所
で
調
査
し
て
い
た
だ
い
た
が
、
現
在
、
西
本
願
寺
で
は
同
書
の
所
在
は
確

認
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

④
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
本
…
彦
根
市
高
宮
円
照
寺

（浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）
本

の
大
正
十
四
年
転
写
本
。
「江
州
円
照
寺
本
ヨ
リ
転
写
ス
／
大
正
十
四
年
十
二

月
」
と
あ
る
。
袋
綴
、　
一
冊
。
茶
表
紙
。
縦
二
六

。
九
糎
、
横

一
八

・
八
糎
。

三
二
丁
。
一
面
六
行
、
一
行
二
〇
字
程
度
。
内
題

「有
悪
有
善
物
語
」。
外
題
、

表
紙
左
肩
題
螢

「有
悪
有
善
物
語
」。
『真
宗
史
料
集
成
』
五
所
収
。

⑤
大
分
市
憚
報
寺

（浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）
蔵
本
…
文
明
三
年

（
一
四
七

一
年
）

天
然
浄
祐
書
写
。
袋
綴

（仮
綴
）、　
一
帖
。
縦

一
四
豊
一糎
、
横
二
〇
・〇
糎
。

『女
人
往
生
聞
書
』
『恵
心
僧
都
事
』
と
合
冊
さ
れ
た
懐
中
本
。
全
四
一
丁
（本

話
七
丁
分
）。
本
話
の
内
題
は

「大
唐
平
州
男
女
因
縁
」、
外
題
は

「唐
平
州

男
女
事
」、
尾
題
は

「唐
平
州
男
女
因
縁
集
」。
『愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集

（国
文
学
科
編
ｙ

〓
一七

（
一
九
八
八
年
）
に
黒
田
彰
氏
に
よ
る
影
印
、
略
解

題
。

何
れ
も
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
の
表
記
で
あ
る
。
①
～
④
は
、
楷
書
で
記
さ
れ

て
お
り
、
全
体
に
互
っ
て
漢
字
に
振
り
仮
名
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
御
文
章
な
ど

の
真
宗
の
聖
教
類
に
通
じ
る
形
態
で
あ
る
。
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
天
正
十

一
年

（
一
五
八
三
年
）
写
本

『為
盛
発
心
因
縁
集
』
翁
室
町
時
代
物
語
大
成
」
九
）



や
神
宮
文
庫
蔵
室
町
末
期
写
本

『大
仏
供
養
物
語
』
翁
室
町
時
代
物
語
集
』
四
）

な
ど
の
真
宗
談
義
本
の
伝
本
も
同
様
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
な
場
で
享
受
さ
れ
た

物
語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

⑤
は
、
「説
経
僧
の
懐
中
す
る
手
控
え
と
し
て
消
耗
品
の
性
格
を
有
し
（仮
綴
、

小
型
本
ご

て
お
り

（黒
田
氏
前
掲
解
題
）、
本
文
は
、
他
本
よ
り
短
く
、
や
や

異
な
っ
て
い
る
。
宮
崎
園
遵
氏

「九
州
真
宗
の
源
流
」
翁
宮
崎
園
遵
著
作
集
七

仏
教
文
化
史
の
研
究
』
（初
出

一
九
五
〇
年
し

に
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。

彼
が
右
の
三
書
を

一
冊
に
書
写
し
た
意
図
は
お
そ
ら
く
女
人
往
生
を
勤
説

す
る
素
材
を
取
り
纏
め
る
た
め
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
女
人

往
生
に
関
す
る
教
説
と
し
て

『女
人
往
生
聞
書
」
を
、
ま
た
そ
の
因
縁
説

話
と
し
て

『大
唐
平
州
男
女
因
縁
』
『恵
心
僧
都
事
』
の
二
書
を
と
り
あ
げ

た
の
で
あ
ろ
う
。

本
物
語
が
女
人
の
教
化
に
関
す
る
物
語
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、

こ
の
よ
う
な
伝
本
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
談
義
を
通
し
て
物
語
を
享
受

す
る
人
々
は
、
必
ず
し
も
女
性
ば
か
り
と
は
限
ら
な
い
だ
ろ
う
が
、
『有
善
女
物

雲
ど
は
、
ど
ヽ
ツ
カ
ラ
、
ョ
ク
信
シ
テ
ノ
ウ
ヘ
ニ
人
ヲ
ヲ
シ
ヘ
テ
、
信
セ
シ
ム
ル
」

こ
と
を
実
践
す
る
物
語
で
あ
り
、
有
善
女
の
教
化
を
受
け
る
の
み
の
人
物
と
し

て
描
か
れ
る
有
悪
婆
羅
門
の
話
で
は
な
い
。
物
語
の
享
受
者
に
は
、
有
善
女
の

よ
う
な
信
仰
心
の
あ
る
人
た
ち
が
想
定
さ
れ
、
そ
の
多
く
は
女
性
だ
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
本
物
語
に
お
け
る
女
人
教
化
の
方
法
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
中
世

の
談
義
や
物
語
に
お
い
て
は
、
女
人
の
罪
業
観
や
不
浄
観
が
説
か
れ
る
の
は
珍

し
い
こ
と
で
は
な
い
が
、
夫
を
念
仏
の
道
に
導
く
よ
う
な
信
仰
の
篤
い
女
性
を

描
く
物
語
で
あ
り
な
が
ら
も
、
他
の
談
義
本
な
ど
と
同
じ
く
、
女
人
の
罪
業
観

を
植
え
付
け
よ
う
と
す
る
意
識
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

例
え
ば
、
『有
善
女
物
語
」
に
は
、

妻
子
六
、
こ
η
‘
４
７
オ
ィ
ト
モ
、
仏
法
ヲ
ス
ヽ
ム
ル
ト
キ
ハ
、
コ
レ
真
ノ
、

善
知
識
ナ
ル
ユ
ヘ
ニ
、
妙
荘
厳
王
モ
、
仏
ヲ
、
オ
カ
ミ
タ
マ
ヘ
リ

と
い
う

『妙
法
蓮
華
経
」
巻
八
妙
荘
厳
王
本
事
品
を
踏
ま
え
た
記
述
が
あ
る
。

こ
の
部
分
は
、
表
向
き
に
は
、
夫
有
悪
婆
羅
門
の
側
に
立
っ
て
、
身
の
あ
だ
と

な
る
妻
子
も
時
に
は
善
知
識
に
な
る
と
説
い
て
い
る
。
し
か
し
、
物
語
の
享
受

者
の
多
く
が
有
善
女
の
よ
う
な
信
心
深
い
女
性
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
言
葉

は
彼
女
ら
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
抑
も
、
「妻
子
ハ
、
身
ノ
ア
タ
ナ

レ
ト
モ
」
は
、
妻
の
有
善
女
が
中
心
と
な
る
物
語
に
は
不
要
な
言
葉
で
あ
る
。

殊
更
に
、
享
受
者
に
対
し
て
女
性
の
罪
障
を
意
識
さ
せ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
物
語
の
前
半
に
は
、

善
導
和
尚
ノ
、
オ
ン
コ
ト
ハ
ニ
、
世
ハ
ミ
ナ
、
悪
人
ナ
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
、

コ
ト
ニ
女
バ
、
悪
業
ウ
■
２
■
セ
イ
オ
リ
、
汝
、
イ
カ
ナ
ル
悪
人
悪
縁
ニ
ア

フ
ト
カ
、
ト
モ
ニ
、
地
獄
ニ
オ
チ
ン
ス
ラ
ン
、
不
便
サ
ヨ
ト
、
オ
ホ
セ
ラ

（‐５
）

レ

テ

、

オ

ン

カ

ナ

シ

ミ

、

ア

リ

シ

ナ

リ

と
、
有
善
女
自
身
に

「女
ハ
、
悪
業
フ
カ
キ
モ
ノ
」
と
語
ら
せ
る
箇
所
が
あ
る

が
、
物
語
中
の
女
性
に
罪
業
観
を
自
覚
さ
せ
る
こ
と
で
、
同
時
に
、
物
語
の
享

受
者
に
も
女
性
の
罪
障
を
意
識
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『有
善
女
物
語
』
は
、
信
心
深
い
女
性
を
主
人
公
と
し
て
描
く
こ
と
に
よ
っ

て
享
受
者
の
共
感
を
誘
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
こ
と
が
、
か
え
っ
て
、
女

人
罪
業
観
を
浸
透
さ
せ
易
く
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
談
義
を
す
る

側
が
意
図
し
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
女
人
教
化
の
問
題
と
し
て
捉

え
る
と
と
も
に
、
談
義
の
方
法
と
し
て
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。



お
わ
り
に

『有
善
女
物
語
』
は
、
阿
輸
沙
国
の
婆
羅
門
の
説
話
と
比
較
す
る
と
、
妻
に

焦
点
を
当
て
た
物
語
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
本
物
語
に
お
け
る
女
人
教
化
の
方

法
を
考
察
す
る
と
と
も
に
、
『有
善
女
物
語
』
が
生
成
す
る
背
景
を
、
源
泉
説
話

の
享
受
と
い
う
視
点
か
ら
捉
え
た
。

鐘
が
鳴
る
と
反
射
的
に
念
仏
を
唱
え
る
男
の
話
は
幾
つ
も
の
形
で
伝
え
ら
れ

て
お
り
、
か
な
り
知
ら
れ
た
話
で
あ

っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
『有
善
女
物
語
』
は

『偽
戒
珠
伝
』
所
収
話
に
最
も
近
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
他
の
説
話
の
影
響
も

全
く
な
か
っ
た
と
は
言
え
ま
い
。
善
知
識
と
し
て
の
妻
が
強
調
さ
れ
る

『有
善

女
物
語
』
に
は
、
下
品
の
往
生
に
は
善
知
識
の
存
在
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
『観

無
量
寿
経
』
に
対
す
る
理
解
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
説
話
に
下

品
の
往
生
を
結
び
付
け
る
解
釈
は
本
物
語
に
限
ら
な
い
。
特
に
、
寺
院
に
お
い

て
は
、
本
説
話
は
、
『観
無
量
寿
経
』
に
密
着
し
て
理
解
さ
れ
て
お
り
、
『有
善

女
物
語
』
は
、
そ
の
理
解
基
盤
の
上
に
生
成
し
た
物
語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

江̈（１
）

『有
善
女
物
語
』
の
本
文
引
用
は
、
「室
町
時
代
物
語
大
成
」
二
（斯
道
文
庫
蔵
本
）

に
拠
る
。

（２
）

『宝
物
集
』
の
よ
う
な
言
い
方
は
経
典
、
説
話
集
な
ど
に
多
く
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

本
稿
で
扱
う

『偽
戒
珠
伝
』
は
井
州
の
者
の
往
生
を
多
く
採
録
し
て
い
る
。

（３
）

『
一
乗
拾
玉
抄
　
影
印
」
（臨
川
書
店
、　
一
九
九
八
年
）
二
二
五
頁
。

（４
）

『私
衆
百
因
縁
集
」
は
正
嘉
元
年

（
一
二
五
七
年
）
の
跛
文
を
持
つ
が
、
伝
存
す
る

の
は
、
承
応
二
年
（
〓
ハ
五
三
年
）
刊
本
の
み
で
あ
る
。
『有
善
女
物
語
」
に
は
、
「有

悪
有
善
物
語
」
と
題
す
る
伝
本
も
あ
る
。

（５
）
塚
本
書
隆
氏

「日
本
に
遺
存
せ
る
遼
文
学
と
そ
の
影
響
―
―
真
福
寺
の
「戒
珠
集

往
生
浄
土
伝
」
と
金
沢
文
庫
の
「漢
家
類
衆
往
生
伝
」
に
つ
い
て
―
―
」
∩
塚
本
書

隆
著
作
集
六
　
日
中
仏
教
交
渉
史
研
究
」
大
東
出
版
社
、　
一
九
七
四
年

（初
出
一
九

三
六
年
と
。
本
稿
で
は
、
他
に
、
大
谷
旭
雄
氏

「戒
珠
集

『往
生
浄
土
伝
」
と
法
然
」

∩
大
正
大
学
研
究
紀
要
」
七
八
、　
一
九
九
二
年
二
月
）、
清
水
宥
聖
氏

「偽
撰

■戒
珠

集
」
と
そ
の
影
響
員
大
正
大
学
国
文
学
会
編
『文
学
と
仏
教
第

一
集
　
迷
い
と
悟
り
“

出
版
教
育
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
〇
年
）、
小
峯
和
明
氏

「金
言
類
衆
抄
に
つ
い
て
―
―

仏
典
類
書
の
成
立
―
―
」
含
仏
教
文
学
』
六
、　
一
九
八
二
年
二
月
）
な
ど
を
参
照
し

た
。
な
お
、
塚
本
氏
の
研
究
で
は
、
名
古
屋
市
真
福
寺
蔵
の
建
長
六
年

（
一
二
五
四

年
）
乗
忍
書
写
本

（嘉
禄
三
年

（
一
二
二
七
年
）
の
本
奥
書
を
有
す
。
）
の
み
が
扱
わ

れ
て
い
る
が
、
現
在
で
は
、
名
古
屋
市
七
寺
の
写
本
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
落
合
俊

典
氏
に
そ
の
複
写
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。
真
福
寺
蔵

本
に
百
十
五
話
が
収
め
ら
れ
る
の
に
対
し
、
七
寺
蔵
本
に
は
、
真
福
寺
蔵
本
の
上
十

九
話
、
中
十
八
話
、
下
二
十
四
話
に
あ
た
る
計
六
十

一
の
説
話
が
、
真
福
寺
蔵
本
と

同
じ
く
三
帖
に
わ
け
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
と
も
に
「往
生
浄
土
伝
　
桑
門
戒
珠
集
」

の
題
が
あ
る
。
七
寺
蔵
本
に
は

「阿
輸
沙
国
婆
羅
門
信
婦
念
仏
往
生
浄
土
」
は
含
ま

れ
て
い
な
い
。
な
お
、
同
書
は
、
落
合
俊
典
氏
編

■七
寺
古
逸
経
典
研
究
叢
書
」
五

（大
東
出
版
社
、
近
刊
）
で
紹
介
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

塚
本
氏
注
（５
）前
掲
書
に
収
め
ら
れ
る
真
福
寺
蔵
本
の
翻
刻
に
拠
る
。
但
し
、
国

文
学
研
究
資
料
館
の
真
福
寺
蔵
本
マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ル
ム
に
拠

っ
て
一
箇
所
訂
正
し
た
。

塚
本
氏
、
大
谷
氏
、
清
水
氏
注
（５
）前
掲
論
文
。

清
水
氏
注
（５
）前
掲
論
文
に
、
「宝
物
集
』
巻
四
僧
弼
の
説
話
、
『発
心
集
』
第
六

「宝
日
上
人
、
和
歌
を
詠
じ
て
行
と
す
る
事
」
の
曇
融
説
話

（但
し
、
ｆ
口泉
集
し
に

も
引
用
あ
り
。）
な
ど
に
つ
い
て
の
指
摘
が
あ
る
。

塚
本
氏
注
（５
）前
掲
論
文
。

塚
本
氏
注
（５
）前
掲
論
文
。
抄
出
や
誤
脱
の
箇
所
を
検
討
す
る
と
、
「円
光
大
師
行

状
翼
賛
し
に
用
い
ら
れ
た
の
は
七
寺
蔵
本
に
近
い
本
文
を
持
つ
伝
本
だ
っ
た
か
と
思

わ
れ
る
。

塚
本
氏
注
（５
）前
掲
論
文
。

引
用
は
岩
波
文
庫

『浄
土
二
部
経
」
に
拠
る
。
下
品
の
う
ち
中
生
の
み
を
示
し
た

の
は
紙
幅
の
都
合
に
拠
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
限
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

こ
の
優
頌
は

『観
世
音
菩
薩
往
生
浄
土
本
縁
経
』
に

「釈
迦
牟
尼
仏
讃
阿
弥
陀
説

掲
日
」
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
比
較
的
知
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
『大
経
直
談
要
註

記
」
巻
九

（「浄
土
宗
全
書
』

一
三
、　
〓

一
一
頁
）
や

「私
衆
百
因
縁
集
』
巻

一
第
十

八
話

「中
天
竺

一
婆
羅
門
事
」
に
も
、
「浄
土
本
縁
経
云
」
と
引
用
さ
れ
て
い
る
。

天
然
は
専
想
寺
の
開
基
。
文
明
元
年

（
一
四
六
九
年
）、
曹
洞
門
か
ら
浄
土
宗
鎮
西

派
へ
転
じ
て
京
都
の
黒
谷
金
戒
光
明
寺
に
入
り
、
文
明
六
年
に
豊
前
、
同
八
年
に
筑
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後

へ
と
下
り
、
後
、
真
宗
に
親
し
ん
だ
。
専
想
寺
に
は
天
然
の
書
写
し
た
談
義
本
が

多
く
伝
わ
る
。
（宮
崎
園
遵
氏

「九
州
真
宗
の
源
流
し

（・５
）

出
典
未
勘
。
但
し
、
善
導
の

「依
観
経
等
明
般
舟
三
味
行
法
往
生
讃

（般
舟
讃
ご

η
大
正
新
修
大
蔵
経
」
四
七
、
四
五
〇
頁
）
に
は
、
「父
母
妻
児
百
千
万
　
非
是
菩

提
増
上
縁
　
念
念
相
纏
入
悪
道
　
分
身
受
報
不
相
知
」
と
あ
る
。
ま
た
、
善
導
は
、

「観
念
阿
弥
陀
仏
相
海
三
味
功
徳
法
門

（観
念
法
門
ご
含
大
正
新
修
大
蔵
経
』
四
七
、

二
七
頁
）
で
、
「無
量
寿
経
し
に
示
さ
れ
る
阿
弥
陀
の
誓
願
の
第
二
十
五
願

（女
人
往

生
願
）
を
説
く
中
に
、
パ
フ或
有
道
俗
。
云
女
人
不
得
生
浄
土
者
。
此
是
妄
説
。
不
可

信
也
」
と
述
べ
て
い
る
。

本
稿
は
平
成
十
二
年
度
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会

（平
成
十
二
年

一
月
二

十
二
日
、
於
大
阪
大
学
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
く
。
席
上
ご
教
示
を

賜
っ
た
諸
先
生
方
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
貴
重
な
典
籍
の
閲
覧
を
ご

許
可
い
た
だ
い
た
慶
應
義
塾
図
書
館
、
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文

庫
、
龍
谷
大
学
図
書
館
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

―
―
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
―
―


